
市政だより昭和44年 4月10日

市政だよりは、市民のみなさ

んにご協力していただくこと

や、市の行事，お知らせなど

を掲載しております。家族み

んなでお読みください。
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YS-ll機就航

空 港で初乗入れ記念行事

4月1日から全日空大村一大阪線に、待望

の国産機YSll機(60人乗〉が就航しました。

1日の午後I時40分、銀翼の!番機オリンピ e

ア号が大村空港に到着し、速見県副知事、松

本市長、金谷県国体事務局長など多数が出迎 .

える中を、一般乗客につづいて、前年度国体

開催県福井の須知副知事やミス福井国体など

が拍手のうちにタラップを降りました。

このあと、福井県知事から長崎県知事あての「国体の成功を

祈る」旨のメッセージや、福井県の県木である松の苗などが贈

られ、県と大村市から機長、スチュアーデスを含めて花束や記

念品を贈呈しました。 大村発の一番機は、速見副知事と松本

市長による就航お祝のテープが切られたあと、満席の乗客を乗

せて大村空港を離陸しました。

¥ 
下くタラップを降りる福井県副知事一行>

春

手火

夏

え

す
。
遠
足
な
ど
の
お
弁
当
な
ど

よ
く
気
を
つ
け
て
作
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
o

幼
児
の
ハ
ジ
カ
も
こ
の
季
節

に
よ
く
か
か
り
ま
す
。
早
目
に

お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
う
っ
か
り
す
る
と
、

>

肺

炎

を

併

発
し
通
と
り
か
え
し

椋
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

本

ほ

こ

り

っ

ぽ

い

た

め

か

、

流

爪
以ι

行
性
結
膜
炎
に
か
か
る
か
た
も

鱒
多
い
時
期
で
す
。
だ
れ
か
一
人

馬
家
の
中
で
か
か
る
と
、
つ
ぎ
つ

観
ぎ
に
感
染
し
ま
す
。
か
か
っ
た

切

ら

す

ぐ

治

療
を
う
け
ま

L
ょ
う

を

四

月

に

入

っ

て

か

ら

、

時

と

プ
す
る
と
急
に
冷
え
こ
む
こ
と
が

肝
一
あ
る
と
思
う
と
、
翌
日
は
ま
た

塑
汗
ば
む
ほ
ど
の
暖
か
さ
が
や
っ

鶴
一
て
く
る
と
い
っ
た
、
気
ま
ぐ
れ

'一
.
4

な
陽
気
が
つ
づ
い
て
、
体
の
ほ

上

一
う
が
な
か
な
か
順
応
し
き
れ
ず

寝
」

カ
ゼ
を
引
い
た
り
し
ま
す
。

体
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

〉
「
ノ

い
り
ま
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(2) 

線
約
六
千
八
百
メ
ー
ト
ル
と
、
急

坂
路
舗
装
と
し
て
、
二
十
四
線
約

し
て
、
本
小
路
ほ
か
十
六
線
の
側

溝
、
路
側
石
垣
の
補
修
工
事
を
施

行
し
、

橋
り
ょ
う
新
設
改
良
に

つ

い
て
は
、
丸
山
、

上
丸
山
橋
を
四

十
三
年
度
よ
り
継
続
事
業
と
し
て

外
四
橋
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

公
園
な
ど
の
維
持
に

つ
い
て
は

失
対
事
業
と
相
侯
っ
て
効
率
的
に

整
備
し、

大
村
駅
前
の
美
化
を
あ

わ
せ
て
お
こ
な
う
考
え
で
あ
り
ま

す
@さ

ら
に
四
十
三
年
度
の
県
工
事

の
う
ち
、
道
路
、

橋
り
ょ
う
、
港

湾
工
事
と
し
て
、
約
四
千
三
百
万

円
の
工
事
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

市
に
お
い
て
は
、
七
百
七
十
六
万

円
を
負
担
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。

な
ど
の
た
め
に
は
、
開
発
公
社
の
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
正
確
な

運
営
を
一
層
能
率
的
に
す
る
程
か
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
力
し

資
令
運
用
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

め
、
金
融
機
関
に
対
し
一
千
万
円
こ
の
ほ
か
、
大
村
東
彼
地
域
聞

の
予
託
を
す
る
と
と
も
に
、
別
途
発
振
興
協
議
会
お
よ
び
国
鉄
嬉
野

二
千
万
円
の
貸
付
を
お
こ
な
っ

て
新
線
建
設
促
進
期
成
会
と
は
、
こ

事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
と
存
じ
ん
ご
さ
ら
に
連
繋
を
密
に
し
、
地

ま
す
.
こ
れ
ら
の
調
査
計
画
の
基
-
域
開
発
の
た
め

一
層
努
力
す
る
考

礎
と
な
る
統
計
調
査
は
き
わ
め
て
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

① 
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九
州
横
断
高
速
道
路
の
早
期
実
現
に
努
力

区
皆
川
一

l
公
害
の
少
な
い
も
の
を

企

画

行

政

も
っ
と
も
基
本
的
な
構
想
と
し

て
は
、
さ
き
に
申
し
あ
げ
た
と
お

り
、
九
州
横
断
高
速
道
路
の
早
期

実
現
と
、
空
港
の
整
備
拡
充
を
あ

わ
せ
て
お
こ
な
い
、
長
崎
!
大
村

間
を
三
十
分
程
度
で
結
ぶ
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
先
般
来
よ
り
空
港
の

カ
サ
あ
げ
が
実
現
し
、
近
く
Y
S

H
型
機
が
就
航
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
中
に
は

鹿
児
島
、
宮
崎
線
の
新
線
も
き
わ

め
て
明
る
い
見
通
し
が
あ
り
、
ま

た
、
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は

も
っ
と
も
公
害
の
少
な
い
も
の
を

誘
致
す
る
よ
う
極
力
努
力
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
整
備
、
企
業
誘
致

事
業
と
し
て
実
施
す
る
考
え
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
と
し
て
‘、
大
村
部
隊
横
歩
道
の

整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
ま
た
、

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
と
し
て

は
、
大
村
部
隊
正
門
線
の
舗
装
お

よ
び
杭
出
津
排
水
路
な
ど
の
整
備

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
復
旧
に
つ

い
て
は
、
四
十

一
年
度
お
よ
び
四
十
三
年
度
災
害

の
玖
島
川
ほ
か
二
カ
所
の
復
旧
を

計
画
し
て
お
り
ま
す。

つ
ぎ
に
単
独
事
業
の
う
ち
、
市

道
の
舗
装
と
し
て
、

当
初
二
十
五
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二
千
四
百
メ
ー
ト
ル
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

収
入
役
の

永
田
庸
彦
氏
が
退
職

丸
山
橋
な
ど
六
橋
を

都身氏田役
合 上 が 膚 の 収
にの一彦永入

道
路
舗
装

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
本
年
度
は
、
竹
松
団
地
に
公
営

住
宅
一
種
平
家
建
十
戸
お
よ
び
二

階
建
十
二
一戸
の
計
二
十
二
戸
、

国

立
大
村
病
院
よ
り
払
下
げ
を
う
け

造
成
中
の
久
原
団
地
に
、
本
年
度

よ
り
五
カ
年
計
画
で

一
九
二
戸
を

建
設
す
る
予
定
で
、
本
年
度
は
公

営
住
宅
一
種
平
家
建
八
戸
、
二
種

平
家
建
二
十
八
戸
お
よ
び
二
階
建

十
二
戸
の
計
四
十
八
戸
、
合
計
七

十
戸
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま

す。

改
良
、
新
設

排
水
施
設
整
備
を
重
点
に

新
設
改
良
事
業
で
は
、
草
場
線

拡
巾
工
事
ほ
か
五
線
の
拡
巾
改
良

森
園
排
ぷ
工
事
ほ
か
七
河
川
の
波

漂
改
良
を
実
施
し、

維
持
工
事
と

都
市
計

画
事
業

西
三
城

1
杭
出
津
線
早
急
に
街
路
築
造
を

り

現
在
補
助
事
業
の
う
ち
都
市
計

画
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
度

よ
り
継
続
実
施
し
て
い
る
西
三
城

抗
出
津
線
の
新
設
に
と
も
な
う
、

用
地
買
収
お
よ
び
物
件
移
転
な
ら

び
に
下
水
路
の
整
備
な
ど
を
本
年

度
で
完
了
し、

早
急
に
街
路
築
造

が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る

一
方
、

佐
古
の
川
下
水
路
の
整
備
を
継
続

お おむ

土

木

行

政

本
年
度
は
国
体
の
年
で
あ
り
と

く
に
道
路
舗
装
、
排
水
施
設
な
ど

を
重
点
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ

り
、
舗
装
五
ヶ
年
計
画
と
も
あ
わ

せ
て
実
施
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
り

ま
す
.

主
り
、
三
月
三
十
一
日
付
で
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

永
田
氏
は

、
市
議
会
議
長
の
職

か
ら
昭
和
二
十
八
年
六
月
十
八
日

付
で
収
入
役
に
就
任
さ
れ
、
以
来

四
期
目
の
今
日
ま
で
約
十
六
年
の

間
収
入
役
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し

た

久

五原
ケ 団z地

画
で

一
九
二
戸
建
設

市政だより

度
か
第
四
年
自
に
な
り
ま
す。

過
去
三
カ
年
の
実
績
は
、
計
画

戸
数
二
百
二
十
八
戸
に
対
し
、
二

百
三
十
二
戸
を
建
設
し
、
そ
の
目

す
る昭 z
住和 i
宅四:

安土;住:
年 年 :虫 i
計 度 L...: 

画を iι:
は初
、 年 :説T:

本度 i仇 :

年と i

が

. 
J -
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昭和44年 4月10日

4
月
間
日

l
4月
初
日

市

内

斉

大

掃

除

期

間

も
れ
な
く
実
施
し
よ
う

春
の
お
と
ず
れ
と
と
も
に
、
わ

た
く
し
た
ち
の
健
康
を
害
す
る
い

ろ
い
ろ
の
害
虫
が
活
動
を
始
め
ま

す
こ
れ
ら
の
害
虫
の
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
、

明
る
い
生
活
を
い
と
な

む
た
め
に
は
、
わ
た
く
し
た
ち
が

住
ん
で
い
る
環
境
を
き
れ
い
に
す

る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
清
掃
法

に
も
こ
の
こ
と
が
住
民
の
義
務
と

し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
.

そ
こ
で
市
で
は
、
四
月
十
八
日
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見:潟

④ 

放

虎

原

斬

罪

所

跡

月
一
干
七
日
大
村
で
百
三
十

一

今
か
ら
三
百
十
年
程
前
の
明
人
、
長
崎
で
百
二
十
三
人
、
島

暦
三
年
(
一
六
五
七
年
可
時
の
原
で
五
十
六
人
平
戸
で
六
十
四

大
村
藩
主
二
十
二
代
純
長
公
の

人
、
佐
賀
で
三
十
七
人
が
斬
罪

時
に
郡
村
(
松
原
、
竹
松
.
福
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
事

重
〉
を
中
心
と
す
る
地
方
に
重
件
で
永
牢
が
二
十
人
あ
り
み
の

大
事
件
が
ぽ
つ
ぽ
つ
し
ま
し
た
中
の
一

人
ち
よ
と
い
う
娘
は
十

そ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
が
六

一
才
の
時
入
牢
し
以
来
こ

の
世

百
八
人
と
ら
え
ら
れ
た
か
ら
で
の
花
も
見
な
い
で
六
十
五
年
の

ζ
お
り
〈
ず
れ
d

こ
れ
を
郡
崩
と
い

い
ま
す
。

・
長
い
牢
生
活
を
送
り
七
十
五
才

こ
の
事
件
は
島
原
の
乱
後
二
十
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他

年
後
で
あ
り
、
大
村
領
内
で
は
何
人
か
の
人
が
四
十
年
か
ら
五

全
部
を
収
容
す
る
牢
獄
が
な
い
十
年
の
永
牢
も
あ
り
、
あ
ま
り

の
で
佐
賀
、
平
戸
、
島
原
の
諸
に
も
世
に
悲
さ
ん
な
大
殉
教
で

藩
に
あ
づ
け
ら
れ
、
翌
年
の
万
あ
っ
た
の
で
す
。
郡
く
ず
れ
の

治
元
年

(
て

六
五
八
年
)
七
処
刑
の
中
、
大
村
で
百
三
十

・

おおむら市政だより(3) 

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
を
「
市
内

一
斉
大
掃
除
期
間
」

と
し
て
、
き

れ
い
な
ま
ち
事
つ
く
り
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
清
掃
の
要
領
は
、
各

町
務
連
絡
員
の
み
な
さ
ん
合
-
通
じ

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

各
町
内
、
各
家
庭
に
お
か
れ
て
は

期
間
中
の
適
当
な
日
を
選
び
、

一

斉
に
大
掃
除
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

人
の
信
者
が
斬
罪
の
刑
を
受
け

た
の
が
放
虎
原
で
、
こ
の
地
を

放
虎
原
斬
罪
所
跡
と
よ
ん
で
お

〆

り
昭
和
四
十
三
年
の
暮
、
信
者

の
手
に
よ
っ
て
当
時
を
し
の
ぶ

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

こ
と
し
の
秋
に
聞
か
れ
る
長
崎

国
体
に
は
、
た
く
さ
ん
の
選
手
や

役
員
な
ど
が
大
村
市
を
訪
れ
ま
す

こ
れ
ら
の
み
な
さ
ん
を
明
る
い

環
境
で
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
さ

ら
に
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
運

動
」
を
市
民
の
総
力
で
推
進
す
る

よ
う
、
お
た
が
い
に
努
力
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

加

入

さ

れ

ま

し

た

か

一

一

円

の

保

険

料

0
0
0
0

0

0

0

0
未
加
入
の
人
は
す
ぐ
手
続
を

昭和 44年度

日

市民交通傷害保険

昭
和
四
十
四
年
度

‘

の
市
民
交
通
傷
害

保
険
に
加
入
さ
れ

ま
し
た
か
。
こ
の

保
険
は
H

交
通
事

故
の
補
償
は
市
民

の
総
力
で
H

と
い

う
み
な
さ
ん
の
声

で
誕
生
し
た
も
の

で
す
。
ま
だ
未
加

入
の
人
は
、
不
慮

の
災
禍
に
備
え
る

た
め
に
も
、
い
ま

す
ぐ
社
会
課
ま
た
は
各
出
張
所
で

手
続
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
、
一
日
一
円
の
年
額

三
百
六
十
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
保
険
に
加
入
し
ま
す
と
、
加

入
さ
れ
た
と
き
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
保
障
さ
れ
、
も
し

も
交
通
傷
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

死
亡
五
十
万
円
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の

被
害
の
状
況
に
よ

っ
て
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
.

な
お
、
昭
和
四
十
三
年
度
加
入

分
は
、
三
月
三
十
一

日
で
無
効
と

な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

大
村
市
の
平
戸
つ
つ
じ

パ
リ

l
の
国
際
フ

ラ
ワ

l
シ
ョ
ー
に

出
品

四
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
ま
で

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
l
で
お
こ
な
わ

れ
る
「
第
三
回
国
際
フ
ラ
ワ
ー
ッ

ヨ
l
」
に
、
大
村
市
の
平
戸
つ

つ

じ
が
出
品
さ
れ
ま
す
.
こ
れ
は
、

外
務
省
の
要
請

t
よ
り
、
大
村
市

平
戸
つ
つ
じ
生
産
組
合
が
出
品
す

る
も
の
で
、
代
表
的
な
八
品
種
十

六
本
が
四
月
四
日
パ
リ
l
に
送
ら

れ
ま
し
た
.

清

和

国

に

寄

贈

マ
外
浦
小
路
高
松
玄
治
、

餅
七
キ

ロ、

み
か
ん
十
三
キ
ロ
マ
中
央

小
学
校
六
年
生
、
演
芸
慰
問

マ

大
村
地
区
同
盟
、

一
万

円

マ

池

田
住
宅
公
民
館
長
古
賀
昇
、
一
千

円
マ
下
田
町
坂
口
佐
市
、
洋
服

地

一
巻
マ
長
崎
県
生
命
保
険
協

会
、
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー

一
ム
ロ

マ
大
村
駅
通
り
鈴
木
忠
次
、
セ
ー

タ
ー
二
枚
マ
鈴
田
第
一
老
人
ク

ラ
ブ
、
み
か
ん
三
キ
ロ
、

餅
十
三

キ
ロ

マ
西
大
村
婦
人
会
、
二
千

九
百
円

マ
水
田
老
人
ク
ラ
ブ
、

チ
リ
紙
四
〆
、
タ
オ
ル
五
十
三
枚

マ
本
経
寺
、
餅
二
十
キ
ロ
、
み

か
ん
十
三
キ
ロ

マ
池
田
県
営
ア

パ
ー
ト
中
川
シ
ズ
エ
、

衣
類
十
三

点
マ
水
田
子
供
会
、
一
千
円
、

餅
五
キ

ロ

・
マ
西
大
村
中
央
婦
人

会
、
五
千
人
百
円
マ
松
原
婦
人
会

三
千
円
、
ア

メ
類
四
キ

ロ

マ

N

H
K長
崎
、

佐
世
保
放
送
局
、
長

崎
県
共
同
募
金
会
、
四
千
三
百
五

十
円

マ
北
高
来
郡
高
来
町
湯
江

野
口
友
次
、
豚
肉

一
キ
ロ
、
そ
ば

玉
四

O
個
、
清
酒
二
本

マ
大
佐

古
志
田
重
次
郎
、
つ
与
じ
二
十
二

本。



棟
延
約
八

O
O平
方
米
、

木
造
瓦
葺
一
半
家
建
一
棟
延

約
五
九
、
七
入
平
方
米
)

マ
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

マ
現
地
説
明
一
号
l
四
月
十
八

日
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で
西

大
村
出
張
所
に
集
合
の
上
現
地

で
お
こ
な
い
ま
す
。
二
号
H

四
月
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
十

一
時
ま
で
旧
玖
島
中
大
村
校
舎

校
庭
で
お
こ
な
い
ま
す

マ
入
札
の
日
時
お
よ
び
場
所

四
月
十
八
日
午
前
十
一
時
三

十
分
か
ら
正
午
ま
で
市
役
所
第

二
会
議
室
で
お
こ
な
い
ま
す

マ
入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百

分
の
五
以
上
の
現
金

マ
そ
の
他
当
日
は
印
か
ん
を
必

ら
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
財
政
課
管
財

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

H
N
B
C
テ
レ
ビ
…

く
ら
し
と
市
政
を
放
映

N
B
C
テ
レ
ビ
で
は
、
四
月
十

一
日
午
後
五
時
十
分
か
ら
五
時
二

十
五
分
ま
で
、
市
長
出
席
の
「
く

ら
し
と
市
政
」
を
放
映
し
ま
す
.

市
労
働
会
館
使
用

許
可
は
社
会
課
で

市
労
働
会
館
の
使
用
許
可
申
請

の
受
付
事
務
を
、
こ
ん
ど
社
会
課

に
お
い
て
お
こ
な
い
ま
す

(
職
場
の
健
康
保
険
証
と
国
保

の
保
険
証
お
よ
び
印
が
ん
を
持

参
の
こ
と
。
〉

た
は
被
保
険
者
と
し
て
認
定
さ

れ
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
そ
う
矢
届
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
の
お
た
よ
り
一

(4) 

修
正
を
う
け
ず
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
り
ま
す
と
、
保
険
給
付
を

う
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
給
付
費

を
返
納
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
被

保
険
者
に
不
利
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

は
り
き
ゅ
う
施
術
料
金
が
か
わ
り
ま
す

り

納
付
書
に
納
税
者
の
フ
リ
ガ
ナ
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

殉
国
者
春
季
慰
霊
祭
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
の
主

催
に
よ
る
殉
国
者
春
季
慰
霊
祭
が

つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す

マ
日
時
四
月
二
十
三
日
午
前

十
時
三
十
分
開
式

マ
場
所
長
崎
県
護
国
神
社
長

崎
市
域
栄
町

な
お
、
「
遺
族
の
章
」
は
、
地

区
遺
族
世
話
人
ま
た
は
市
社
会
課

な
ら
び
に
各
出
張
所
に
準
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
参
列
さ
れ
る
方

は
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い

d

不

用

物

件

を

公

売

市
の
不
用
と
な
っ
た
建
物
を
つ

ぎ
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件

一
号
l
乾
馬
場
郷
二
四
六
の
五

旧
松
並
住
宅
(
木
造
瓦
葺

平
家
建
一
棟
延
約
四
六
一

、
九
八
平
方
米
)

二
号
l
久
原
郷
二
の
一
旧
玖

島
中
学
校
大
村
校
舎
同
便

所
(
木
造
瓦
葺
二
階
建
一

ネ
ス

・の
・駆

除
早は
目

おおむ

被
保
険
者
が
異
動
の
と

き
は
保
険
証
記
載
内
容

の
修
正
を

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
は

り
、
き
ゅ
う
の
施
術
を
v

つ
け
る
場

合
、
市
が
負
担
す
る
料
金
を
、
四

月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正

し
ま
し
た
。

施
術
を
う
け
る
と
き
は
、
保
険

証
と
印
か
ん
を
か
な
ら
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
術
回
数

は
一
人
で
一
カ
月
に
五
回
以
内
で

す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

;
マ
は
り
、
き
ゅ
う
ど
ち
ら
か
一
つ

ぷ

の
施
術

一
点
協
定
料
金
百
二
十
円
市
負
担

一
一
料
金
八
十
四
円

-

F

マ
は
り
、
き
ゅ
う
同
時
施
術

ι

協
定
料
金
百
八
十
円
、
市
負
担

託

料
金
百
二
十
六
円

マ
保
険
証
の
記
載
内
容
を
修
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
、

転
居
、
世
帯
主
変
更
、
氏
名
変

更
、
社
会
保
険
加
入
お
よ
び
脱

退
、
生
活
保
護
開
始
お
よ
び
廃

止

三
月
を
ネ
ズ
ミ
一
斉
駆
除
月
間

と
し
て
、
全
市
内
各
家
庭
の
ネ
ズ

ミ
駆
除
を
お
ね
が
い
し
ま
し
た
が

も
う
駆
除
は
お
す
み
で
し
ょ
う
か

ま
だ
駆
除
を
実
施
し
て
お
ら
れ
な

い
町
内
は
、
い
ま
か
ら
で
も
結
構

で
す
。
早
自
に
薬
品
を
購
入
し
て

一
斉
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
し
た

場
合
は
、
届
出
と
同
時
に
保
険
証

を
提
出
し
、
記
載
内
容
の
修
正
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。

市政だより

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
脱
退
の
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、
該
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
十
四

日
以
内
に
、
出
張
所
ま
た
は
市
民

課
に
国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お

こ
な
。
て
く
だ
さ
い
。

①
退
職
ま
た
は
被
扶
養
者
を
除
外

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

さ
れ
た
た
め
、
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
取
得
屈
が
必

要
で
す
。
(
事
業
所
の
証
明
書

と
印
か
ん
持
参
の
こ
と
)

①
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
ま

撃機感総選

固

定

資

産

税

納
税
通
知
書
を
発
送

昭
和
四
十
四
年
度
固
定
資
産
税

(
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
)
の

納
税
通
知
書
を
、
四
月
十
日
に
発

送
い
た
し
ま
し
た
。

通
知
書
を
受
け
と
ら
れ
ま
し
た

ら
、
納
税
者
名
や
税
額
を
よ
く
お

確
か
め
の
う
え
、
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
は
課
税
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
固
定
資
産
税
の
事
務
に

つ
い
て
機
械
化
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
期
分
を
納
入
さ
れ

る
と
き
は
、
ご
め
ん
ど
う
で
す
が

昭和44年 4月10日
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